
■第68回　大分例会　（通算359回）　

○９月４日（土）　14：00～17：00

○大分コンパルホール　312号室（3階）　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　安部さん　090-8223-8250

■第160回　津久見例会（通算361回）

○９月10日（金）　19：30～22：00

○広浦公民館　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　戸高さん　090-9792-7317　

■「星の会」は1994年10月22日に佐伯で生まれました。 

■「星の会」は、不登校を考える親の会です。親以外にも不登校につ

　　いて継続的に考えていきたい教師・個人も入会できます。 

■「星の会」の例会は、大分・別府・津久見でそれぞれ月１回開いて

　　います。 

■「星の会」は年会費2,000円です。（1月が更新の月） 

■（例会には参加できなくても）会報を読むだけの会員も大歓迎です。

　　周りの方に拡げて下さい。 
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星の会 星の会 
不登校を考える親の会 

2010年８月11日(水）

（代表）加嶋文哉 
〒876-0814 

佐伯市東町12-15 
0972-24-1669 
 

第109号

★ 
★ 

★ 
（Ｅ-mail）ichibanboshi-1@hb.tp1.jp 
(U R L)　http://www.hoshinokai.net/ 

876-0814 

佐伯市東町12-15 

加嶋文哉　　様　0 

名前につく「様」の後に 

　0　の数字がある方は、未納です。　 

 -1　の数字がある方は、納めています。 

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。 年会費は 2000円です 

●会費は2010年の分だけで結構です。2009年以前の会費の徴収はしません。 

◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで 

　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。 

◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても結構です。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さいね。 

●「星の会」をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。 

会費 

○大分例会　　10月2日（土）14：00～17：00

○別府例会　　10月2日（土）19：00～21：00

○津久見例会　10月8日（金）19：30～22：00

変更する場合があるので、会報で確認して下さい。

を納めて下さい 

■第７回　別府例会　（通算360回）　

○９月４日（土）　19：00～21：00

○別府市社会福祉会館

（駅前青山通り　ホテル白菊の裏）　

○参加費　会員は無料／一般は300円

○問い合わせ　西田さん　090-7389-1577

会費を納めたかどうか 
はっきりしない方は… 

封筒に貼られた 
ラベルを見てください 
封筒に貼られた 
ラベルを見てください 

月例会

つらさを受けとめるということ③

～まずは、親のつらさから～

９

　子どもは、自分の存在をかけて苦しさや不安を訴えてくる

ことがあります。「今日はお腹が痛いし…休もうかな…。」

という言葉もその一つです。しかし、親の方は子どものつら

さを受けとめることはむずかしいです。なぜなら、親自身が

孤立無援の状態におかれ、余裕がないからです。

　そんな時、親が共感的他者に出会えることで、心に安定が

生まれ、今度はわが子に対して共感的他者となりえることが

あります。親の会はその一つの場所です。

「うちの子どもも不登校でした。（中略）…その子が、車の免許を

取りたいと自動車学校に通うようになったんです。毎朝、私は『い

ってらっしゃい』と言いました。それが嬉しかったの。だって、今

までは『行ってくるからね』と私の方が子どもに言っていたから。

ささやかな幸せです。弁当を作れることも幸せでした。汚れた服を

洗濯できることも幸せでした。」

　そこまで聴くと、隣にいたSさんが、下を向いてハンカチで涙を拭

きました。心にたまっていた涙があふれてきたように思えました。T

さんはそのSさんの肩にやさしく手をあてます。そして、わが子が、

その後どのようにして人生を歩んでいったかと話を続けました。

　会は進み、Sさんの話す番が来ました。自分の体験を話しているう

ちに、涙が出てきました。じっと耳を傾ける「親の会」の方々。安

易な慰めや無責任な助言はありません。そのかわりに「うちもそう

だったよ。」「そういう時って不安になるよね。」「私も子どもの

ことが憎らしいと思ったことがある。」「私も、自分がしっかりし

ないと…と自分をせめたなあ。」と気持ちを共有し合います。こう

した「親の会」の時間を過ごすことで、自分の思いを受け止めても

らえた親たちは、今度はわが子の苦しさを受けとめ、向き合うこと

ができるのではないでしょうか。（後半省略）「星の会」会報92号より

　ここで大切なことは、初めて「親の会」に参加をしたSさん

が、自分の苦しい思いを言葉にしていることです。そして、そ

の気持ちを、周りの人たちが黙って聴いている（受けとめてい

る）ことです。また、Sさんの体験に対して、自分の体験を重

ねながら、それぞれの会員が思いを語っていることです。そう

した時間には、どんな意味があるのでしょうか。

1.「自分だけだ」という孤独感から、同じ不登校の子どもの親

と出会うことで、人とつながる安心感が生まれる。

2.「このままではいけない」「不登校を解決できない自分はダ

メな親だ」と捉われていたが、困難な中で一生懸命に生きてき

た事実と自分の存在を認めてもらえる。

3.「ありのままに受けいれる」ことの大切さを実感できる。

4.何を話しても批判されることなく理解してもらえるという安

心感から、抑え込んできた陰性感情（怒り、憎しみ、嫌悪感な

ど）を口に出すことができるようになる。

　不登校の子どもの保護者（教師）も、誰かに自分の思いをリ

アリティをもって受容・共感してもらうことで、はじめて子ど

もの「共感的他者」となるスタート地点に立つことができるの

ではないでしょうか。
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広浦公民館
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津久見例会の
会場がいつもと
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